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　会員の皆さまには、平素より当センターの業
務運営に格別のご理解とご協力を賜り厚く御
礼申しあげます。
　このたび、3期目の会長職を務めさせていた
だくことになりました。引き続きご支援、ご
協力を賜りますようお願い申し上げます。
　今年度の年度更新業務につきまして、途中当
センターが使用いたします「SR-SaaS」システ
ムに不具合が発生したにもかかわらず、会員の
皆さまのご協力のもと、令和6年度の確定保険
料及び令和7年度の概算保険料の申告と今年度
第1期の労働保険料の納付を100%に近い数字
で終了することができました。重ねて御礼申
し上げます。
　これまでの「飛翔」にてご案内の通り、
「SR-SaaSシステム」に代わるシステムとして
株式会社エフアンドエム様の「オフィスステー
ション事務組合for SR」（仮称）に変更すること
が決定しており、令和8年度の年度更新から使
用する予定となっております。まもなく、皆
さまに対する説明会も実施して参りますので、
来年度の年度更新にはこちらを是非ご利用い
ただきたく、皆さまにおかれましてもご準備を
進めて頂きますよう、お願い申し上げます。
　また、前号の「飛翔」でも触れさせていただ
きました令和5年6月に発生したランサムウェ
ア感染被害に対する調停についてですが、他県
会のSR様とともに、①経済的損失、②システ
ムを監査：監督できる仕組みの構築、③サービ
スレベルの構築と大きく3つの合意を目指しま
したが、残念ながら相手側からは誠意のある回
答は全くなく、和解は困難であろうという裁判
所の判断もあり、調停は打切りとなりましたこ
とをご報告させていただきます。
　さて、今期は特別委員会を設置しました。

その趣旨は、①3年後に控えた40周年記念事業
についての検討、②当センター事務局のある建
物の耐震化不足による移転の検討、③役員選出
方法や役員定数、顧問の任命とその任期の検討
を目的としています。
　①と②につきましては、昨今の物価高騰もあ
り、大きな金額が動くことが明らかであり、今
後事務局職員の賃金アップも避けられない社
会情勢を踏まえ、場合によっては、会員の皆さ
まや事業主会員の年会費の適正化も見据えた
検討をして参ります。
　③につきましては、理事会や総代会でのご意
見を踏まえたもので、これまでも総務委員会で
検討して参りましたが、他県会のSRや他の関
係団体等の状況も踏まえ、もう少し幅広く検討
を進めていくつもりです。
　また、事務局におきましては、当センターで
は初めてとなります新卒3名を採用するととも
に、5月からは新たな常務理事を迎え、新体制
のもと事務組合としての業務はもとより、会員
サービスの更なる向上を図って参ります。
　さらに、直近の課題である労災上乗せ保険の
導入や特別加入の地域要件拡大等の積み残し
を制度化して参ります。
　結びになりますが、当センターの更なる発展
のため尽力して参る所存です。あらためて会
員の皆さまのご理解、ご協力、ご支援を賜りま
すようお願い申し上げ、再任の挨拶とさせてい
ただきます。

東京ＳＲ経営労務センター　会 長 亀 谷 康 弘

再 任 の ご 挨 拶
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副 会 長　吉　永　晋　治

令和7年度東京SR副会長を拝命しました吉
永晋治と申します。引き続き総務委員会を担
当させていただきます。私も社会保険労務士
登録をして18年、東京SR副会長10年、そして
今年は50歳台最後の年になりました。経験を
積んで対応力がついた半面、社労士として経験
を積んで錆びついて対応力が鈍くなった面もあ
り、今年は改めて自分自身をブラッシュアップ
して新人の頃の新鮮な気持ちを思いだして、社
労士業務、東京SRの副会長を務めていきたい
と思っています。
今年度は昨年来の物価高、人件費高騰もあ

り、総務委員会も現在の会員へのサービスの質
を落とすことなく、経費の節減と会費収入の増
加を図っていきたいと思います。直近では会
員数増加に向けて新たな会員種別の創設に取り
組んでいます。
最後になりましたが、執行部一同東京SRの
発展の為に注力していく所存ですので、これま
で以上にご指導、ご鞭撻のほど宜しくお願いし
ます。

東京SR副会長
　　５期目就任にあたり

このたび東京SR経営労務センターの副会長
に就任させていただきました金光仙子と申し
ます。業務委員会担当の副会長としては2期目
となりました。
東京SRは、多くの先輩方のご尽力により「す
べての社労士会員が、自分の労働保険事務組合
を持っている」状況を実現した組織です。私
自身も、東京SRがあったから19年前に社労士

登録と同時に契約をいただいた顧問先の社長
を、労災保険特別加入にご案内することができ
ました。これからも東京SRという共有財産を
大切に守り、育てていかなければと思っていま
す。そのためには、現在SRの会員はもちろん、
これまでSRに関わってこなかった東京会の会
員もどんどんも巻き込んで、もっと多くの手で
SRを盛り上げていきたいです。みんなが集ま
る魅力的な組織を皆さんと作っていきたいと
考えております。どうぞよろしくお願いいた
します。

副 会 長　金　光　仙　子

人が集まるSRに

副 会 長　平　澤　貞　三

みなさまこんにちは、前期に引き続き研修担
当副会長を務めます臨海ブロックの平澤でご
ざいます。
東京SRでは、事務局と会員の利便性向上を
目指し、デジタル化・オンライン化に取り組ん
できました。研修事業もオンライン化が進み、
申し込みや支払いもデジタル対応となってい
ます。近年は他団体でも無料のオンラインセ
ミナーが増え、会場参加型の有料セミナーの場
合は、参加者の「無料慣れ」による伸び悩みも
課題です。
しかし、我々研修担当チームでは、参加者の
関心はやはりコンテンツにあると考えていま
す。今期もSRならではの魅力的な研修内容を
目指し、より多くの会員の皆さまのニーズに応
えられるよう努めてまいりますので、どうぞよ
ろしくお願いいたします。

魅力的な研修内容を目指して

副 会 長 の ご 挨 拶
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今期より副会長を拝命いたしました、特別委
員会を担当します千代田ブロックの長谷川と
申します。微力ではございますが、会員の皆
さまのため、当会の発展のために尽力してまい
ります。どうぞよろしくお願いいたします。
特別委員会は、今期新たに発足した委員会で
すが、常設の委員会ではありません。特別な
事案等に対応するためのタスクフォースであ
り、今般の主なミッションは、①40周年記念
式典の準備・検討・運営②当センター事務所
の移転検討③理事等の選出方法の検討の3つで
す。①については、昨今の物価高騰もあり式典
の場所・内容については、様々な角度から検討
する必要があると考えております。②について
は、3年後の契約更新を見据えながら、かつ、資
金収支・期間損益ができるだけ毀損しないよ
う検討が必要と感じております。③について
は、総代会等で会員の皆さまからいただいたご
意見等を踏まえ慎重に検討していく所存です。
委員会メンバーだけで進めるのではなく、広
く会員の皆さまにもご意見をいただくなど、ご
協力をお願いすることもあるかと思いますの
で、どうぞよろしくお願いいたします。

副 会 長　長谷川　淳　一

副会長就任のご挨拶

このたび、東京SR経営労務センター IT委員
会担当副会長に再任されました山本昌之です。
引き続き、会員の皆さまのご支援を賜りなが
ら、東京SRの発展と社会保険労務士業界の未
来に貢献してまいります。
本年度は、2026年度からの基幹システム変
更に向けた準備と開発支援を進めるとともに、
会員の皆さまにとってよりわかりやすく、身近
な情報提供を目指し、動画配信の強化にも取り
組みます。また、セキュリティーを意識しな
がら、AIやIT技術の活用による業務の効率化
と生産性向上を推進し、時代に即した支援体制
の構築を目指します。
変化の激しい社会環境の中で、柔軟かつ迅速
な対応が求められる今、現場の声に耳を傾け、
共に歩む姿勢を大切にしながら、より良いセン
ター運営に努めてまいります。
今後とも、変わらぬご支援とご協力を賜りま
すよう、心よりお願い申し上げます。

副 会 長　山　本　昌　之

副会長就任のご挨拶

引き続き会員委員会担当副会長を拝命しま
した武蔵野ブロックの吉村です。よろしくお
願い申し上げます。
1期目では、機関紙「飛翔」のウェブ化を実
現し、印刷・発送費用を大幅に削減することが
できました。これは会員の皆さまのご理解と
ご協力のおかげと深く感謝しております。
今期は多くの皆さまが気軽に参加できるレ
クリエーションを企画します。既に8月2日に
プロボウラーによる「ボウリング大会＆懇親
会」を実施しました。すべてのブロックから参加
していただき大変盛り上がりました。参加し
ていただいた皆さま、ありがとうございました。

副 会 長　吉　村　光　弘

副会長就任のご挨拶

また、各ブロックでの交流会を通じての会員
同士のつながりを深めていきたいと考えています。
あわせて、新たな仲間を迎えられるよう、会員
増強にも積極的に取り組んでまいります。
皆さまのご意見を大切にしながら、魅力ある
東京SRを目指してまいりますので、ご指導ご
鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。



令和7年6月13日（金）午後2時30分より、ホテル東京ガーデンパレスで、令和7年度総代会
が開催されました。
当日は、討議が活発になされ、審議の結果、議案第1号から第7号までの総ての議案が原案ど
おり承認されました。
総代会次第、審議事項は下記のとおりです。

令和７年度総代会報告
東京ＳＲ経営労務センター

令和7年度総代会次第
１．開会の辞　　　　　　　副会長　吉　永　晋　治
２．会長挨拶　　　　　　　会　長　亀　谷　康　弘　
３．出席者数の確認報告　　758名（委任状を含む）
４．議長・副議長の選出　　議　長：岡　本　直　子　　　副 議 長：伊　東　和　浩
５．議事録署名人の選出　　　　　　稲　次　真樹子　　　　　　　　武　江　　　勇
６．議事運営委員会の選出　委員長：柱　山　　　歩　　　副委員長：原　　　幸一郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　山　本　奈　央　　　　　　　　平　澤　貞　三
　　　　　　　　　　　　　　　　　吉　村　光　弘

７．議　　　事
 ＜報告事項＞
   常務理事選任の報告
 ＜審議事項＞
  第1号議案 令和6年度事業報告に関する件
  第2号議案 令和6年度収入支出決算報告に関する件
   （ 監　査　報　告 ）
  第3号議案 令和7年度事業計画（案）に関する件
  第4号議案 令和7年度収入支出予算（案）に関する件
  第5号議案 東京SR経営労務センター定款及び事務処理規約の一部改正（案）に関
   する件
   （ 法人会費の件 ）
  第6号議案 東京SR経営労務センター事務処理規約の一部改正（案）に関する件
   （ 口座名義人関係 ）
  第7号議案 役員の改選に関する件

８．報告事項
　　（1）東京SR経営労務センター役員選出基準細則変更に関する件
　　（2）東京SR経営労務センターブロック運営細則変更に関する件
　　（3）全国労働保険事務組合連合会労働災害保険事業（上乗せ労災）に関する件
　　（4）東京SR経営労務センター賛助会員制の導入に関する件
　　（5）基幹システムの変更に関する件
　　（6）東京SR経営労務センター特別委員会の設置に関する件

９．来賓祝辞
 全国社会保険労務士会連合会　　副 会 長　杉　田　貴　信　様
 東京都社会保険労務士会　　　　副 会 長　机　　　秀　明　様
 全国社会保険労務士政治連盟　　副 会 長　前　田　昭　博　様

10．閉会の辞 副会長　金　光　仙　子
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来賓出席者御芳名 （順不同）

川　又　　　純
飯田橋公共職業安定所

管理部長 様
東京都社会保険労務士会

机　　　秀　明会長代理（副会長） 様
東京社会保険労務士協同組合

理 事 長 吉　田　公　明 様

全国社会保険労務士会連合会
杉　田　貴　信副 会 長 様

全国社会保険労務士政治連盟
前　田　昭　博副 会 長 様

社労士成年後見センター東京
熊　谷　祐　子理事長代理（理事） 様

全国労働保険事務組合連合会　東京支部
長　尾　雅　昭会　　長 様

飯田橋労働保険事務組合協議会
会　　長 千　葉　敬　彦 様

東京都社会保険労務士会
副 会 長 助　川　弘　美 様

永　井　康　幸副 会 長 様
濵　本　絵　美副 会 長 様
町　田　　　隆常務理事 様

東京都社会保険労務士会
宇　野　尚　志副 会 長 様
永　井　哲　也副 会 長 様
成　田　妙　庫副 会 長 様
高　橋　和　彦専務理事 様

大阪SR経営労務センター
島　谷　髙　弘会　　長 様
岩　井　真　規副 会 長 様
野　口　紀　洋会計理事 様
米　沢　正　明事務局長 様

東京都社会保険労務士会
藤　原　伸　吾中央支部長 様
一　井　　　保台東副支部長 様
荒　川　ゆ　う文京副支部長 様
野　中　　　剛新宿支部長 様
久　保　輝　雄港副支部長 様
熊　代　知　也品川支部長 様
中　山　章　子大田支部長 様
小　泉　正　典目黒支部長 様
藤　巻　玲　子渋谷支部長 様
久　禮　裕　生世田谷支部長 様

豊島副支部長 羽　石　乃理子 様
髙　木　博　之北支部長 様
佐　藤　　　信板橋支部長 様
萩　原　　　修練馬支部長 様
後　藤　康　浩墨田支部長 様
林　　　良　英江東支部長 様

愛知中央SR経営労務センター
会　　長 小　寺　佐智子 様

田　中　佳　忠常務理事 様

東京都社会保険労務士会
朝比奈　睦　明千代田統括支部長 様
中　島　秀　憲中央統括副支部長 様

北　澤　正　敏臨海統括副支部長 様
岩　城　眞　也山手統括副支部長 様
稲　田　耕　平城北統括支部長 様
遠　藤　　　誠城東統括支部長 様
濵　本　絵　美武蔵野統括支部長 様

多摩統括支部長 坂　本　鉄　也 様

令和６年度決算報告
自　令和6年4月1日　　至　令和7年3月31日

（収入の部） （支出の部） （単位：円）
勘　定　科　目 令 和 6 年 度 勘　定　科　目 令 和 6 年 度

大科目 中科目 決　 算　 額 大科目 中科目 決　 算　 額
1. 会費収入① 126,522,800 1. 事業費 20,001,863
2. 会費収入② 7,099,500 (1) 研修会費 584,161
3. 会費収入③ 1,750,000 (2) 助成費 12,327,993
4. 入会金収入 4,930,000 (3) 広報活動費 1,208,237
5. 報奨金等収入 17,777,775 (4) ＩＴ対策費 1,978,878

(1) 報奨金 16,403,500 (5) 福祉事業費 169,800
(2) 適用促進奨励金 1,009,360 (6) 年度更新業務費 3,732,794
(3) 中退金等手数料 364,915 2. 管理費 142,201,056

6. 事務受託費 6,705,600 (1) 人件費 85,193,680
7. 雑収入 1,766,429 (2) 会議費 5,069,000

(1) 雑収入 1,763,711 (3) 事務所借入等需用費 51,938,376
(2) 受取利息 2,718 3. 予備費 0

当期収入合計（Ａ） 166,552,104 当期支出合計（Ｃ） 162,202,919
当期収支差額（Ａ）－（Ｃ） 4,349,185

前期繰越金 35,254,307
収入の部合計（Ｂ） 201,806,411 支出の部合計 162,202,919

次期繰越収支差額（Ｂ）－（Ｃ） 39,603,492
40 周年記念事業積立金 4,000,000

次期繰越金 35,603,492

出　口　裕　美城西統括支部長 様
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東京ＳＲ経営労務センター会員状況（令和7年3月31日現在）

会員数 法人会員数

1,183
（1,169）

292
（281）

1,475
（1,450）

計

1．社会保険労務士会員 2．事業主会員

注）（　）は前年同月数です。

一元適用事業所 計
2,997

（2,993）
5,611

（5,519）
2,614

（2,526）

3,375
（3,344）

事
業
所
数

6,277
（6,044）

9,652
（9,388）

事
業
場
数

二元適用事業所

注）（　）は前年同月数です。

令和７年度収支予算
自　令和7年4月1日　　至　令和8年3月31日

（収入の部） （支出の部） （単位：円）
勘　定　科　目 令 和 7 年 度 勘　定　科　目 令 和 7 年 度

大科目 中科目 予　 算　 額 大科目 中科目 予　 算　 額
1. 会費収入① 126,522,800 1. 事業費 21,179,000
2. 会費収入② 7,099,500 (1) 研修会費 600,000
3. 会費収入③ 1,750,000 (2) 助成費 12,779,000
4. 入会金収入 4,930,000 (3) 広報活動費 500,000
5. 報奨金等収入 17,783,500 (4) ＩＴ対策費 2,100,000

(1) 報奨金 16,403,500 (5) 福祉事業費 1,000,000
(2) 適用促進奨励金 1,010,000 (6) 年度更新業務費 4,200,000
(3) 中退金等手数料 370,000 2. 管理費 145,459,124

6. 事務受託費 7,896,000 (1) 人件費 83,650,000
7. 雑収入 1,505,000 (2) 会議費 6,650,000

(1) 雑収入 1,500,000 (3) 事務所借入等需用費 55,159,124
(2) 受取利息 5,000 3. 予備費 848,676

当期収入合計（Ａ） 167,486,800 当期支出合計（Ｃ） 167,486,800
当期収支差額（Ａ）－（Ｃ） 0

前期繰越金 35,603,492
収入の部合計（Ｂ） 203,090,292 支出の部合計 167,486,800

次期繰越収支差額（Ｂ）－（Ｃ） 35,603,492

社労士 賠責保険 エスアールサービス 検索
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令和６年度労働保険料等徴収・納付状況報告（特別会計）
令和7年3月31日現在

（単位：円）

基幹番号
労働保険料

徴収決定額
（確不・充当含）（Ａ）

事業主からの
徴収額（Ｂ）

政府への
納付額（Ｃ）

滞　　納
保険料額

滞納のうち
内部処理金

931810 55,427,138 55,452,115 55,427,138 0 0
メリット 5,393,842 5,393,842 5,393,842 0 0
931811 90,373,634 91,649,565 90,371,259 2,375 2,375
990290 109,792,147 110,456,460 109,792,147 0 0
メリット 10,634,947 10,634,947 10,634,947 0 0
990440 264,179,845 264,616,770 264,178,009 1,836 0
メリット 24,595,725 23,214,334 23,214,334 1,381,391 1,381,391
990441 231,497,825 231,319,650 230,539,412 958,413 817,936
メリット 15,947,540 15,947,540 15,947,540 0 0
990670 368,299,445 368,272,525 368,058,340 241,105 207,731
メリット 12,531,670 12,531,670 12,531,670 0 0
990671 431,126,463 432,533,736 430,496,876 629,587 629,587
メリット 87,973,839 87,973,839 87,973,839 0 0
990860 693,037,757 696,786,773 693,022,326 15,431 15,431
メリット 93,646,739 93,646,739 93,646,739 0 0
990861 640,999,597 644,210,376 640,282,527 717,070 673,527
メリット 151,100,964 151,100,964 151,100,964 0 0
990880 688,623,455 694,625,003 688,174,979 448,476 29,841
メリット 43,088,158 43,088,158 43,088,158 0 0
990881 592,644,619 602,074,250 592,333,056 311,563 173,045
メリット 95,691,933 95,691,933 95,691,933 0 0
991120 295,817,351 296,186,500 295,772,989 44,362 44,362
メリット 26,612,150 26,612,150 26,612,150 0 0
931812 287,677,896 289,978,180 287,657,176 20,720 0
931813 347,949,675 350,576,409 347,706,387 243,288 105,388
990292 470,412,666 470,476,876 466,791,326 3,621,340 930,234
990293 148,064,567 147,623,478 146,734,245 1,330,322 358,801
931814 997,508 997,508 997,508 0 0
メリット 79,543 79,543 79,543 0 0
931815 20,493,824 20,575,745 20,438,313 55,511 23,370
メリット 9,964,333 9,964,333 9,964,333 0 0
990295 38,513,531 39,326,809 38,488,103 25,428 25,428
メリット 63,810,475 63,810,475 63,810,475 0 0
990885 47,320,441 48,172,667 47,007,691 312,750 173,384
メリット 18,454,947 18,454,947 18,454,947 0 0
990445 60,095,747 62,323,336 59,884,448 211,299 3,125
メリット 28,577,276 28,748,845 28,577,276 0 0
991035 72,654,957 76,196,421 72,503,415 151,542 21,395
メリット 5,557,633 5,557,633 5,557,633 0 0
931816 18,126,292 18,427,807 18,112,712 13,580 0
931817 34,263,639 34,852,220 34,245,679 17,960 5,568
990296 32,964,283 33,143,211 32,083,884 880,399 84,833
メリット 11,143,596 11,143,596 11,143,596 0 0
990297 347,832 347,832 347,832 0 0
海外派遣 1,861,389 1,861,389 1,861,389 0 0
合　　計 6,748,368,833 6,786,659,099 6,736,733,085 11,635,748 5,706,752

政府よりの還付金（Ｄ） 3,056,955
事業主への返還金（Ｅ） 50,682,986 事務組合保管額（Ｂ）+（Ｄ）ー（Ｃ）ー（Ｅ） 2,299,983

＜事務組合保管金内訳＞
令和7年度繰越預かり保険料 2,092,998
令和 6年度未還付金（海外） 0
令和 6年度還付不能金 206,985
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東京SR経営労務センター

令和７年度  理事・監事  名簿
（順不同・敬称略）

（千代田ブロック）
小　室　　　豊 （ブ） 新任

十佐近　三　生 （ブ）

長谷川　淳　一 （ブ）

堀　　　拓　磨 （ブ）

　4名

（中央ブロック）
荒　川　ゆ　う （ブ）

金　光　仙　子 （会）

川　﨑　祐　子 （ブ）

川　澄　佳　美 （ブ）

檜　垣　佳　代 （会）

　5名

（城西ブロック）
宇　野　尚　志 （会） 新任

大和久　　　剛 （ブ）

南　雲　大　助 （ブ） 新任

野　中　　　剛 （ブ）

　4名

（臨海ブロック）
稲　次　真樹子 （ブ）

大　西　　　貴 （ブ）

佐　藤　彰　子 （会） 新任

竹　内　早　苗 （ブ）

平　澤　貞　三 （ブ）

和　田　絵李佳 （会） 新任

　6名

（山手ブロック）
加　藤　　　智 （会） 新任

杉　村　卓　哉 （ブ）

住　　　美賀子 （ブ）

染　谷　由　美 （会） 新任

坂　野　祐　輔 （ブ）

　5名

（城北ブロック）
岩　元　　　摂 （ブ） 新任

後　藤　正　英 （ブ）

佐　藤　　　信 （会） 新任

関　口　龍　太 （ブ）

曽布川　哲　也 （会）

武　江　　　勇 （ブ）

山　崎　早　苗 （会）

吉　永　晋　治 （会）

　8名

（城東ブロック）
天　野　浩　恵 （ブ）

伊　東　和　浩 （会）

中　山　歳　一 （ブ） 新任

松　山　正　光 （ブ）

山　本　昌　之 （会）

渡　邊　佐和子 （ブ） 新任

　6名

（武蔵野ブロック）
亀　谷　康　弘 （ブ）

永　井　康　幸 （会）

長　尾　修　身 （ブ）

濵　本　絵　美 （会）

福　岡　秀　行 （ブ） 新任

吉　村　光　弘 （会）

　6名

（多摩ブロック）
岡　本　直　子 （会）

椎　野　太　郎 （会） 新任

菅　沼　真奈美 （ブ）

永　井　武　司 （ブ） 新任

大　東　聖　子 （会）

　5名

（常務理事）
降　幡　勇　一 （会）

　1名

（監事）
小　林　幸　雄 （会）

金　田　千　鳥 （会）

　2名

　理事 50 名・監事 2名

（会）は会長推薦による理事 20 名・監事 2名
（ブ）はブロック長推薦による理事 30 名
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令和７年度ブロック委員名簿
（順不同・敬称略）

（千代田ブロック）

ブロック長 堀　　　拓　磨

副ブロック長 長谷川　淳　一

委　　　員 浅　井　英　憲

委　　　員 大久保　勇　健

委　　　員 松　井　美希子

委　　　員 山　﨑　　　祐

令和7年度 正副会長･委員会委員･顧問･会計理事 名簿
（順不同・敬称略）

（正副会長）

会　　長 亀　谷　康　弘

副 会 長 吉　永　晋　治（総務）

副 会 長 金　光　仙　子（業務）

副 会 長 平　澤　貞　三（研修）

副 会 長 山　本　昌　之（ＩＴ）

副 会 長 吉　村　光　弘（会員）

副 会 長 長谷川　淳　一（特別）

（総務委員会）

委 員 長 山　崎　早　苗

副委員長 岩　元　　　摂

委　　員 田　中　亮　子

委　　員 柱　山　　　歩

委　　員 原　　　幸一郎

委　　員 山　本　奈　央

（研修委員会）

委 員 長 曽布川　哲　也

副委員長 和　田　絵李佳

委　　員 井　下　英　誉

委　　員 住　　　美賀子

委　　員 畑　野　　　博

（会員委員会）

委 員 長 福　岡　秀　行

副委員長 大和久　　　剛

委　　員 小　島　理　恵

委　　員 佐　藤　彰　子

委　　員 堀　　　拓　磨

委　　員 山　﨑　　　祐

（綱紀委員会）

委 員 長 永　井　康　幸

副委員長 加　藤　　　智

委　　員 熊　谷　祐　子

（顧問）

顧　　問 大　槻　哲　也

顧　　問 大　野　　　実

（会計理事）

会計理事 岡　本　直　子

（業務委員会）
委 員 長 長　尾　修　身
副委員長 和　田　静　江
委　　員 神　田　一　樹
委　　員 舞　島　亜喜子
委　　員 横　山　玲　子

（IT委員会）
委 員 長 佐　藤　　　信
副委員長 向　井　了　一
委　　員 濱　塚　和　彦
委　　員 濵　本　絵　美

（特別委員会）
委 員 長 伊　東　和　浩
副委員長 住　　　美賀子
委　　員 大　竹　　　渉
委　　員 沢　田　早　苗
委　　員 椎　野　太　郎
委　　員 坂　野　祐　輔
委　　員 丹　治　美和子
委　　員 和　田　絵李佳

（中央ブロック）

ブロック長 荒　川　ゆ　う

副ブロック長 梅　谷　友　子

委　　　員 金　光　仙　子

委　　　員 塩　津　貞　之

委　　　員 内　藤　晋　一

委　　　員 樋　口　雄一郎

（城西ブロック）

ブロック長 大和久　　　剛

副ブロック長 南　雲　大　助

委　　　員 舞　島　亜喜子

委　　　員 吉　開　久　子
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東京SR建設業労災福祉協会

令和７年度　正副会長・理事・監事名簿
（順不同・敬称略）

会　　長 亀　谷　康　弘

副 会 長 吉　永　晋　治

副 会 長 山　本　昌　之

副 会 長 平　澤　貞　三

理　　事 伊　東　和　浩 新任

理　　事 大和久　　　剛 新任

理　　事 岡　本　直　子

理　　事 金　光　仙　子

理　　事 加　藤　　　智 新任

理　　事 椎　野　太　郎 新任

理　　事 十佐近　三　生

理　　事 住　　　美賀子

理　　事 染　谷　由　美 新任

理　　事 竹　内　早　苗

理　　事 永　井　康　幸

理　　事 長谷川　淳　一

理　　事 濵　本　絵　美

理　　事 堀　　　拓　磨

理　　事 吉　村　光　弘

常務理事 降　幡　勇　一

監　　事 小　林　幸　雄

監　　事 金　田　千　鳥

（城北ブロック）

ブロック長 本　橋　秀　次

副ブロック長 永　田　幸　江

委　　　員 関　口　龍　太

委　　　員 武　江　　　勇

（城東ブロック）

ブロック長 松　山　正　光

副ブロック長 大　鹿　奈々絵

委　　　員 天　野　浩　恵

委　　　員 薄　井　正　己

委　　　員 中　山　歳　一

委　　　員 松　木　廷　夫

委　　　員 渡　邊　佐和子

（臨海ブロック）

ブロック長 稲　次　真樹子

副ブロック長 加　藤　陽　子

委　　　員 大　西　　　貴

委　　　員 折　笠　総　子

委　　　員 佐　藤　彰　子

委　　　員 仲　原　小紀子

委　　　員 藤　原　健次郎

委　　　員 和　田　絵李佳

（山手ブロック）

ブロック長 住　　　美賀子

副ブロック長 杉　村　卓　哉

委　　　員 大　竹　謙　一

委　　　員 羽　鳥　順　治

委　　　員 坂　野　祐　輔

（武蔵野ブロック）

ブロック長 福　岡　秀　行

副ブロック長 緒　方　香　織

委　　　員 井　手　瑞　穂

委　　　員 佐　藤　祥太郎

委　　　員 芝　垣　洋　一

委　　　員 西　田　明　弘

委　　　員 宮　田　省　吾

委　　　員 若　林　　　浩

（多摩ブロック）

ブロック長 永　井　武　司

副ブロック長 新　井　勝　一

委　　　員 加　藤　健　司

委　　　員 菅　沼　真奈美

委　　　員 髙　橋　祐　子

委　　　員 中　里　博　孝
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令和7年6月14日（金）午後1時30分より、ホテル東京ガーデンパレスで、令和7年度総代会が開
催され、議案第1号から第5号まで総ての議案が原案どおり承認されました。
第二種特別加入制度の周知が図られ、新規加入会員331名を加え、加入者数は令和6年3月31日

現在1,974名となりました。

令和７年度総代会報告
東京ＳＲ建設業労災福祉協会

令和６年度確定保険料申告額及び令和７年度概算保険料申告額

令和６年度決算報告
自　令和6年4月1日　　至　令和7年3月31日

（収入の部） （支出の部） （単位：円）

令和７年度収支予算
自　令和7年4月1日　　至　令和8年3月31日

（支出の部）（収入の部） （単位：円）

勘　定　科　目 令 和 6 年 度 勘　定　科　目 令 和 6 年 度
大科目 中科目 決　 算　 額 大科目 中科目 決　 算　 額

1. 入会金収入 993,000 1. 事業費 11,690,454
2. 会費収入 26,877,000 (1) 広報活動費 137,500
3. 雑収入 14,311 (2) 研修会費 215,688

(3) 支払手数料 277,750
(4) 会員拡張奨励金 10,736,400
(5) 年度更新業務費 323,116

2. 管理費 13,001,319
(1) 諸会議費 1,191,671
(2) 事務委託費等需用費 11,809,648

3. 予備費 0
当期収入合計（Ａ） 27,884,311 当期支出合計（Ｃ） 24,691,773

当期収支差額（Ａ）－（Ｃ） 3,192,538
前期繰越金 8,384,358

収入の部合計（Ｂ） 36,268,669 支出の部合計 24,691,773
次期繰越収支差額（Ｂ）－（Ｃ） 11,576,896

勘　定　科　目 令 和 7 年 度 勘　定　科　目 令 和 7 年 度
大科目 中科目 予　 算　 額 大科目 中科目 予　 算　 額

1. 入会金収入 1,200,000 1. 事業費 12,350,000
2. 会費収入 27,461,000 (1) 広報活動費 300,000
3. 雑収入 10,000 (2) 研修会費 300,000

(3) 支払手数料 350,000
(4) 会員拡張奨励金 11,000,000
(5) 年度更新業務費 400,000

2. 管理費 15,642,696
(1) 諸会議費 1,500,000
(2) 事務委託費等需用費 14,142,696

3. 予備費 678,304
当期収入合計（Ａ） 28,671,000 当期支出合計（Ｃ） 28,671,000

当期収支差額（Ａ）－（Ｃ） 0
前期繰越金 11,576,896

収入の部合計（Ｂ） 40,247,896 支出の部合計 28,671,000
次期繰越収支差額（Ｂ）－（Ｃ） 11,576,896

令和６年度 令和７年度
保険料 人　数 保険料 人　数

概 算 保 険 料 80,342,340 2,032 名 80,596,745 1,974 名
確 定 保 険 料 86,687,488 2,362 名
過 不 足 額 △ 6,345,148 △ 330名
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2023年6月、東京SR経営労務センターが使

用していた基幹システム「社労夢」（エムケイシ

ステム社提供）がランサムウェアに感染し、会

員の皆様に多大なご迷惑をおかけしました。

この事案は、従来から会員や事務局内で指摘さ

れていたシステムへの不満や、システム会社の

対応の不十分さを改めて浮き彫りにするもの

でした。これを契機に、東京SRでは基幹シス

テムの変更について真剣な検討を重ねてまい

りました。

複数の開発会社と打ち合わせを行い、見積も

りを取得した結果、新たにシステムを開発する

場合、1億円を超える莫大な費用が必要である

ことが判明しました。こうした課題は東京SR

だけでなく、他のSRでも共通しており、複数

のSRで共同開発の可能性を模索する動きが始

まりました。中でも、セキュリティーの確保

は絶対に譲れない条件として、議論の中心とな

りました。

2024年12月に開催された全国SRの会合で

は、エフアンドエム社の「オフィスステーショ

ン」が有力な候補として挙がり、東京SRや大

阪SRなどが中心となって同社との交渉を開

始しました。当初は費用面で折り合いがつか

ず難航しましたが、幾度となく打ち合わせを

重ねた結果、導入可能な条件で合意に至りま

した。

現在、複数のSRがエフアンドエム社と共同

で開発を進めており、対面での打ち合わせが難

しい中、チャットワークを活用したWEBミー

ティングやチャットでの情報共有を行ってい

ます。まさに、便利な時代の恩恵を受けた取

り組みです。

まずは「年度更新」機能から着手しており、

2026年の年度更新より新システムでの運用が

開始される予定です。その後も第2次、第3次

開発へと段階的に進めていく計画です。東京

SRでは、新システム導入に向けた研修会を数

回開催予定です。会員の皆様には、より安全

で利便性の高い新しい基幹システムにご期待

いただければ幸いです。

東京ＳＲ経営労務センター　副 会 長

基幹システム変更の経緯と
進捗について

山　本　昌　之
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会員委員会からの報告

令和 7 年 8 月 2 日、荻窪ボウルでプロボウ
ラーによるレッスン付のボウリング大会を行い
ました。このレクリエーションは当初昨年に開
催予定でしたが、台風の影響に伴い中止、本年
の開催となったものです。
今年の開催も昨年同様直前まで台風の影響が
懸念されていたのですが、ご参加された皆さま全
員のおかげで無事開催することができました。
当センターでのボウリング大会は初の試みと
なり、プロボウラーによるレッスンではみなさ

ん真剣に取り組んでいました。始球式では亀谷
会長の第一投が見事にストライク。練習の成果
によりチーム対抗戦では白熱した試合展開とな
りました。
個人優勝は山手ブロックの加藤智さんでし
た。
今後も東京 SR経営労務センターではブロッ
クを超え会員の交流・親睦を図ることができる
レクリエーションの取り組みを行ってまいりま
す。是非ともご参加ください。
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ハローワーク飯田橋からのお知らせ

行政窓口情報

教育訓練休暇給付金とは？

労働者が離職することなく教育訓練に専念するため、自発的に休暇を取得して仕事から離れる

場合、失業給付（基本手当）に相当する給付として賃金の一定割合を支給することで、訓練・休暇

期間中の生活費を保障する制度です。

制度概要は、一定の条件を満たす雇用保険の一般被保険者が、就業規則等に基づき連続した30

日以上の無給の教育訓練休暇を取得する場合、教育訓練休暇給付金の支給が受けられます。
【お問い合わせ先】

事業主の方：ハローワーク飯田橋 雇用保険得喪課 03-3812-8609  22♯ 

労働者の方：ハローワーク飯田橋 雇用保険給付課 03-3812-8609  45♯

◎令和7年10月より、新たに「教育訓練休暇給付金」が創設されます。
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行政窓口情報

中央労働基準監督署からのお知らせ
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会員支援事業のご案内

112
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会員支援事業のご案内
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社会保険労務士賠償責任保険制度

2024年8月作成　24TC-002743

2024年12月1日午後4時から2025年12月1日午後4時までの1年間保険
期間

この保険は、全国社会保険労務士会連合会を保険契約者とし全国社会保険労務士会連合会に登録されている開業会員等を被保険者とする団体契約です。
保険証券を請求する権利、保険契約を解約する権利等は全国社会保険労務士会連合会が有します。加入依頼書の受付、保険料集金事務については、
全国社会保険労務士会連合会にて実施しています。

https://www.sr-service.jp

検索社労士  保険 エスアールサービス

(＊2024年7月1日現在)

19,173名（＊）

期 限 誤 認

年間保険料：13,200円（月額換算：1,100円

補償

開業社労士１人

み
組
仕
の
度
制

社会保険労務士
賠 償 責 任 保 険

❶事務組合担保保険労働保険事務組合業務上の
事故による損害を補償

❷サイバーリスク保険
❸サイバーリスク保険
〈情報漏えい限定補償プラン〉
※❷❸両方の加入はできません。

情報漏えい事故やサイバー
攻撃などのサイバーリスク
関連の各種損害を補償

特  約主契約

おすすめ

2024年度

開業社会保険労務士・社会保険労務士法人の皆さまへ

全国社会保険労務士会連合会

社
会
険
保
受
引

〒102-8014 東京都千代田区三番町6-4

ＴＥＬ03-3515-4153

東京海上日動火災保険株式会社（幹事保険会社）
担当課：広域法人部法人第二課

三井住友海上火災保険株式会社(非幹事保険会社)

せ
合
問
お

先

〒103-0021 東京都中央区日本橋本石町3-2-12
社会保険労務士会館

ＴＥＬ03-6225-4873店
理
代
扱
取
有限会社 エス・アール・サービス



☆令和7年度事務局新規採用・昇任職員紹介
【 業務課 】
杉田 詩萌（駒沢女子大学出身）
中小の業務全般の仕事をしております。力不足
ではありますが業務を確実に行えるよう頑張りま
す。軟式テニスが得意です。
何方か、お手合わせをお願いいたします。
木戸 波那華（日本女子大学出身）
労働保険事務組合事務のオールラウンダーを目
指しています。円滑に手続きができるよう、頑張っ
てまいります。漫画を読むのが大好きです。明る
さいっぱいで頑張ります。
【 管理課 】
内山 愛子（お茶の水女子大学出身）
一人親方関連を担当しております。
堅実な仕事が出来るよう頑張って参ります。
特技はマンガを描くことです。クールを装って
ますが、根は、わしゃわしゃ明るいです。
【 業務係長 】
相原 和弥（学習院大学出身）
SRを背負っていけるよう、頑張って参ります。
昨年、結婚いたしました。幸せいっぱいです。

☆労働保険料口座引落のお勧め
労働保険料の納付につきましては、振込手数料の

かからない口座引落をお勧めします。
◎第2期労働保険料　口座引落日
　令和7年10月31日（金）
◎第3期労働保険料　口座引落日
　令和8年2月2日（月）
口座引落をご利用でない方も、指定された納付日
までに納入くださいますよう、お願いいたします。

☆口座引落金融機関の変更、新規登録について
口座引落金融機関の変更、または新規登録を希望
される場合は、「口座振替依頼書」の提出が必要で
す。
令和7年度第3期保険料引落で変更または新規登
録をご希望の場合は、
令和７年11月28日（金）までに
「口座振替依頼書」を事務局あて（必着で）ご提出
ください。
11月28日を過ぎての提出につきましては、令和8
年度からの口座変更登録・口座新規登録となりま
すのでご了解ください。
また、郵送物の宛名・送付先変更も同様の取扱い
となりますので、お早めに「名称・所在地等変更届」
等の書類提出をお願いします。

担当副会長／吉村 光弘
会員委員会／福岡 秀行、大和久 剛、小島 理恵、佐藤 彰子、堀 拓磨、山﨑 祐

◆ 表紙の題字は、初代会長、柏木髙美氏の筆によるものです ◆

編 集 後 記
この度、会員委員会の副委員長を拝命しました城西ブロック（中野・杉並支部）の大和久と申します。ど
うぞよろしくお願いいたします。
夏と言えば、やはり高校野球甲子園です。2004年に大学時代の同期生が監督として甲子園に出場し応援
に行ったのをきっかけに毎年甲子園球場へ観戦に行くようになりました。今年の夏ももちろん甲子園球場
で観戦いたします。
本誌が皆さまのお手元に届くころには優勝校も決定し終了していますが、熱戦が繰り広げられすばらし
い大会となっていることを期待しています。

（大和久 剛）

◎ 事務局人事異動 ◎
○退職

澁谷　 文歌
酒井  なぎさ

（令和7年4月10日付）

堀内　 香澄（令和7年7月10日付）

（令和7年4月10日付）
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